
   
 

 ロースターです。  

想定外に全面見直しとなってしましました。英文による説明文そのものは、故ジム・ピットさん（牧師でもあり国語＝英語教師でも

あったので）の物をそのまま踏襲しているつもりなのですが。なんせ彼、（今や人の事は言えませんが）お爺ちゃんだったせい

か？写真や段落が等の体裁が滅茶苦茶で、かつリンク先が無い物が殆どでしたので、大量にあったせいもあり、申し訳ないです

が、問答無用に、その辺は、消し（オミットし）。かつ改造してあります。この私の施したプロセスで、おかしな点があれば、どしどし

お申し付けください（ただし全て英語です。日本語にせい！なんて御無体な注文は受け付けません）。またファイルサイズを昨今

のデータ速度向上に合わせ、高画質にしたのですが、その分、ファイルサイズがでかくなり、WEB 担当者に、そのままでは、送れ

ない事態が起きています。ですから（今日現在では）まだ、未完の状態ですのでご注意ください。ただ年式や生産数は若干の誤

差がありますが、そのまま OK としていますので、ご自身のコレクションは、何台作られ？何年式だったのか？は、このロースター

ページを参考にしてご確認ください。あ！スハとマイテが入っていない（売り切れたのに・・・） 
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 あたふた、しています。    

ここの処、人出は減ったせいか？優秀？な人材がいないせいか、私にかかる諸々負担が増え、あたふたとしていま
す。技術は上がり鼬ごっこの様に、上がった技術水準をブレイクスルーする人間が後を絶ちません。此の侭でも何の
痛痒も感じていなかったのに、セキュリティーの「向上」のお題目の下、対抗措置が雨後の筍の様に出て生きて、お
爺さん達は、その対応に追われています。 
今回の WEB ページやデータベースソフト、CAD の更新はそのためです…。 
まぁ歳のせいか？気が短くなったのかも？しれません。皆様にはご迷惑をお掛けしている事を最初にお断りしておき
ます。と、言い訳がましい出だしですが、この世界のお客様からの期待が分かってしまい、それにお答えしたい気持
ちは変わりませんので、申し越し気を⻑くお待ちください。 

2026 Vol.11 



 P2。    

本当に、自身の能力の無さに参っています。どうやったら、簡単に組み立てられ、かつ軽く回るのか？見当が付きま
せん。ただパワー（火力）は、従来製品に比べ、あります。し、ボイラーの能力もあります。問題はエンジン（バル
ブギヤ）なんです。部品精度は出ているのですが…もう暫く解決にお時間をください！まぁ BR80 と JNR Type7100
（US Poter mogul/弁慶・義経）は、完璧ですのでご安心ください。あ BR80 は RC を簡単に着けられる様（素人でも
特殊な工具を用いず、改造出来るように）に UC も考えています（ですから後になるのです）そこは欧州任せです。
我々はコミットしません。 

 改めて。   

ホームページの中で復活を望まれることが大きかったのが、今は無きアドビフラッシュで作られていた、『トイトレイ
ンの歴史』でした。現状では工事中（under construction）になっています。 
しかし、これを作ったのは２００３年から６年にかけて、そして１１年の大震災で、データーが、物理的に全く無く
なってしまっているので、復活は無理だろうと考えていました。 
写真などの資料は、もう跡形も（出展が何処だったかも）ないです。また旧 WEB サバー内のアドビのデーターも回収
不可能との返答が来ていました。 
しかし、原稿が残っていました。しかし、これはまさに原稿（ドラフト）で、英語を直訳しただけのものです。 
ですから、テニオハや時制、英語と日本語がごっちゃになっていて、体裁が滅茶苦茶で、要は、殴り書きがしてあり
ます。 
しかし、かなりが、編年体形式で、年号で１行ずつ書かれている。これだけはラッキーでした。とはいえ原稿だけ
で、約８千文字もあります（驚）ただ読み直し、リライトしていくうちに、かなり良く書かれた内容（資料的な価値
はあるでしょう）なのが、理解できます。爺さんのリハビリ用にはもってこいの約８ページです。これをどう？皆様に
お見せするか？ちょいと悩んでおります。 
以下は、書き直した原稿の極一部です。（バセットロークの模型の写真などがないんです＠涙。しかし、出がユダヤ人
やロマ人＝ジプシーと言うだけで。昔は迫害されていたことが良く理解できます） 

 


